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（ 

切
り
取
り 

） 

○
小
袋
谷
亀
甲
会
文
化
展
の 

お
知
ら
せ 

例
年
通
り
亀
甲
会(

老
人
ク
ラ
ブ)

主
催
の

文
化
展
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
町
内
会
ご
み

袋
の
無
料
配
布
と
同
時
開
催
で
す
。 

★ 

日
時 

令
和
二
年
十
二
月
六
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
十
二
時 

★ 

場
所 

小
袋
谷
公
会
堂 

★ 

出
品
作
品 

絵
画
、
写
真
、
各
種
工
芸
品

（
鎌
倉
彫
等
）
、
手
芸
品
、
他 

来
場
者
に
は
お
茶
等
の
用
意
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
町
内
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。
尚
、
亀
甲
会
は
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
せ 

立
川
光
造 

℡
四
五―

三
九
五
二 

 

赤
井
慶
子 

℡
四
五―

〇
四
三
七 

 

 

○
小
袋
谷
囃
子
会
の
ご
紹
介 

小
袋
谷
囃
子
会
は
、
お
囃
子
と
獅
子
舞
が
一

体
と
な
っ
た
「
お
か
め
」
と
「
囃
子
獅
子
」
を

演
じ
保
存
す
る
、
鎌
倉
市
郷
土
芸
能
保
存
協
会

に
加
入
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
大
正
時
代
初
期

に
町
内
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
百
年
を
超
え
る

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
町
内
に
住
む
二
十

代
か
ら
九
十
代
の
男
女
約
二
十
人
で
、
楽
し
く

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

年
間
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
中
で
も
最
大
の
行
事
が
、
夏
の
お

祭
り
と
、
毎
年
元
日
に
町
内
全
域
を
回
る
「
初

獅
子
」
で
す
。 

初
獅
子
は
戦
前
に
始
ま
り
、
現
在
ま
で
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
町
内
を
回
り
な

が
ら
一
軒
ご
と
に
獅
子
舞
を
披
露
し
、
賑
や
か

に
新
年
を
祝
い
ま
す
。
今
で
は
正
月
恒
例
の
伝

統
行
事
と
し
て
、
町
内
に
定
着
し
て
い
ま
す
。 

来
春
の
初
獅
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
温
、

消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
充
分
な
感
染
防
止
対
策

を
取
っ
た
う
え
で
、
獅
子
は
家
の
中
に
入
ら
ず

玄
関
先
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
囃
子
会
は
、

毎
月
第
三
土
曜
日
の
夜
七
時
か
ら
公
会
堂
で

練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
見
学
・
飛
び
入
り

自
由
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
、
町
内
で
友

達
の
輪
を
広
げ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

小
袋
谷
囃
子
会
会
長 

田
中 

徹 
 

  

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
き
し
ろ 

 

～
自
分
が
知
ろ
う
！
家
族
を
守
ろ
う
！
～ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
〝
高
齢
者
の
よ

ろ
ず
相
談
窓
口
〟
で
す
。 

ま
だ
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
。
高
齢
者
の
相
談
窓

口
だ
か
ら
、
若
い
世
代
に
は
関
係
な
い
。
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
け
ど
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
。

と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

も
ち
ろ
ん
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
が
理
想
で
す
が
・
・
・
転

ん
で
入
院
し
た
な
ど
の
理
由
で
介
護
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
や
子
育
て
中
の

家
族
に
急
に
介
護
は
や
っ
て
き
ま
す
。 

初
め
て
直
面
す
る
こ
と
に
何
を
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
良
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
か
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
一
人
で
抱
え

込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
声
を
聴
き
ま
す
。 

四
十
代
の
方
も
病
気
に
よ
っ
て
は
相
談
の
対
象

（
介
護
保
険
二
号
保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。 

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
早
め
に
備
え
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

★
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
小

袋
谷
公
会
堂
に
て「
自
分
と
家
族
の
為
の
福
祉
カ

ル
テ
制
作
＆
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
（
詳
細
は
町
内
の
掲
示
板
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
） 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
き
し
ろ 
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  ○
「
龍
宝
寺
と
大
船
観
音
参
拝
」

報
告 

 

文
化
部
で
は
例
年
「
美
術
鑑
賞
会
」
を
行
っ

て
来
ま
し
た
が
、
今
年
は
十
一
月
十
四
日
（
土
）

に
「
龍
宝
寺
と
大
船
観
音
参
拝
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
活
動
自
粛
が
問

わ
れ
る
中
、
参
加
者
二
十
名
は
マ
ス
ク
を
し
な

が
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
龍
宝
寺
で
は
、
玉
縄
歴
史
館
・
旧
石
井
家
住

宅
を
見
学
し
、
玉
縄
北
条
氏
の
歴
史
に
触
れ
る

と
共
に
、
大
船
観
音
で
は
、
い
つ
も
私
た
ち
に

優
し
い
微
笑
み
で
見
守
っ
て
く
れ
る
観
音
様

へ
の
感
謝
の
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。 

 

次
回
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
企
画
を
用
意
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

文
化
部
長 

金
子 

勝 
 

        

○
ご
み
袋
無
料
配
布
の
お
知
ら
せ 

年
末
恒
例
の
ご
み
袋
無
料
配
布
を
左
記
の

通
り
実
施
し
ま
す
。 

★ 

日
時 

令
和
二
年
十
二
月
六
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
十
二
時
（
雨
天
決
行
） 

★ 

場
所 

小
袋
谷
公
会
堂 

★ 

配
布
数 

一
世
帯
あ
た
り
ご
み
袋
二
十
枚

（
二
冊
） 

※
左
の
引
換
券
を
切
り
取
っ
て
組
班
と
氏
名

を
記
入
し
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
ご
希
望
の
方
に
は
十
枚
（
一
冊
）
七

十
円
で
有
料
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
配
布
日
に

来
ら
れ
な
い
方
は
近
隣
の
方
や
知
り
合
い
の

方
に
頼
ま
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
（
配
布
す
る

ご
み
袋
は
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
植
木

剪
定
材
、
ア
ル
ミ
缶
廃
棄
に
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
鎌
倉
市
指
定
の
有
料
ご
み

袋
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
） 

環
境
衛
生
部
長 

兵
藤 

仁 
   

 

ご
み
袋
無
料
配
布
券 

組 
 

班 

氏
名 

令
和
二
年
十
二
月
六
日
︵
日
︶ 

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
（
小
袋
谷
公
会
堂
） 

小
袋
谷
町
内
会
環
境
衛
生
部 

 

町
内
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小袋谷囃子会  
活動再開しました！ 
 

亀甲会  
文化展開催します！ 
 
◆乾燥の季節。火元には注意

しましょう。 

◆防犯パトロール実施中 


